







生 し,増殖を行っており (Slddlquieta11973,森津 1983),春から初夏にかけて,こ
れらの寄主植物上で大発生を見ることがある.本塩の不完全生活環系統は,早春の気温の
上昇によって,まず無麹胎生雌が産子を開始し,生息密度が急激に高 くなる,このような
状態が続 くと,接触刺激の高まりや,餌条件が悪 くなることによって有趨胎生雌が出現 し,



















結 果 お よ び 考 察
13,15,20.25,30士05℃の5温位条件での飼†J'結果から,倉敷系エンドウヒゲナガ
アブラムシ無趨胎生雌の温度 (X) と発育速度 (Y)の回帰式は,高温による発育遅延の
見られる30℃区を除くと,Y-0.009×-0.051(r-0.972)となった (Flg1).この回
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